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論文審査の要旨 

 

近年の新型コロナウイルス感染症に象徴されるように、RNA ウイルスが原因となる病

態の解明や治療法およびワクチンの開発において、ウイルスの全ゲノム配列の解読は極

めて重要である。しかし、従来法では、ウイルスの濃縮や各ウイルス特異的なプライマ

ーの設定が必要なため、時間と労力の点で問題があった。本研究では、ロングリードの

シーケンサである MinION を用いて、RNA ウイルスの全ゲノム配列を、特異的プライマ

ーの使用やウイルスの濃縮を行わずに迅速に決定するプロトコールを確立した。 

公聴会では、検体中の RNA ウイルスの一部に生じた変異を鋭敏に検出できるかどう

かが問われたが、シーケンスデータの情報解析の改良を行うとともに、PCR による増幅

時のバイアスを回避するための分子バーコードを使用することで微量の変異を定量で

きる可能性があることが述べられた。また、最近になって MinION の塩基配列決定精度

が大幅に高まったことからも、微量の変異の検出に期待が持てることが述べられた。地

域や院内感染における流行株の評価において、大規模な設備を有しない施設でも本手法

を用いることが可能かという質問に対しては、市販されている汎用試薬を用いて比較的

安価な機器による解析が可能なため、十分に実行可能との説明がなされた。検体中に複

数の RNA ウイルスが含まれていても独立した塩基配列決定が可能なことや、DNA ウイ

ルスにおける検討も開始されていることも述べられた。汎用性を高めるためにキット化

は可能かとの質問に対しては、これまでに試した全ての RNA ウイルスについて本実験

系が適用できた実績はあるものの、風疹ウイルスのような GC 含量の多いゲノム配列の

決定でも問題がないかどうかを確かめる必要があるとの説明があり、今後に向けた課題

が明確に述べられていた。 

上記研究で確立した手法は、RNA ウイルスの基礎研究、分子疫学研究、さらには、臨

床検体の迅速な解析への利用も期待できる応用性の高いものであり、博士（医学）の学

位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに生体防御・修復医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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